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◆
視
察
先
　
長
野
県
松
本
市 

コ
ン
ビ
ニ
税
証
明
の
発
行

に
つ
い
て

○
導
入
の
目
的
は
、
身
近
な

コ
ン
ビ
ニ
を
活
用
し
て
、

市
民
の
利
便
性
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
。 

○
証
明
書
の
発
行
は
「
住
民

票
の
写
し
」
「
印
鑑
登
録

証
明
書
」
「
戸
籍
謄
抄

本
」
「
所
得
証
明
書
」
に

限
る
。

○
費
用
は
、
準
備
経
費
と
し

て
機
器
調
達
関
連
費
用
、

シ
ス
テ
ム
構
築
委
託
料
、

通
信
費
用
が
必
要
と
な

る
。
ま
た
、
運
用
経
費
と

し
て
、
愛
西
市
の
場
合
は

３
０
０
万
円
程
が
必
要
に

な
る
。

　
等
々
の
説
明
を
受
け
た
。

◆
視
察
先
　
長
野
県
東
御
市 

小
学
校
区
単
位
の
地
域
作
り

の
取
組
み
に
つ
い
て 

○
実
施
の
目
的
は
、
あ
く
ま

で
も
住
民
主
体
で
、
地
区

の
課
題
解
決
や
活
性
化
を

目
指
し
た
地
域
作
り
を
確

保
す
る
こ
と
。

○
地
域
の
子
ど
も
と
高
齢
者

が
交
流
で
き
る
実
施
事
例

で
は
「
ふ
れ
あ
い
カ
フ
ェ
」

の
開
設
。

○
「
通
学
合
宿
」
の
開
催
。

　
等
々
、
人
と
地
域
の
つ
な

が
り
を
学
ん
だ
。

◆
視
察
先
　
長
野
県
伊
那
市 

議
会
改
革
に
つ
い
て

　
具
体
化
方
向
と
し
て

○
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
議
会 

○
活
発
な
議
会

○
わ
か
り
や
す
い
議
会

○
市
民
に
開
か
れ
た
議
会

○
議
会
機
能
強
化

　
を
目
指
し
て
い
る
。

　
市
民
と
の
意
見
交
換
会
の

開
催
か
ら
政
策
立
案
ま
で
、

市
民
の
生
の
声
を
聞
き 

①
政
策
と
し
て
常
任
・
特
別

委
員
会
で
検
討
す
る
も
の

議
会
運
営
委
員
会
　
11
月
１
日
・
２
日
　

◆
視
察
先
　
千
葉
県
松
戸
市

新
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　
今
回
の
介
護
保
険
法
改
正

の
中
で

○
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
。

○
介
護
制
度
を
維
持
す
る
た

め
の
考
え
方

○
総
合
事
業（
松
戸
方
式
）。

⑴
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

⑵
元
気
応
援
ク
ラ
ブ

⑶
元
気
応
援
ほ
け
ん

　
等
々
を
策
定
し
、
サ
ー
ビ

ス
や
保
険
料
な
ど
積
極
的
に

情
報
公
開
し
、
市
民
と
一
緒

に
考
え
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

◆
視
察
先
　
東
京
都
荒
川
区

子
ど
も
子
育
て
支
援
制
度

に
つ
い
て

　
区
の
基
本
姿
勢

○
子
ど
も
は
明
日
の
区
を
支

え
る
宝
で
あ
る

○
子
育
て
支
援
部
を
設
置

○
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
を

目
指
す

児
童
事
業
に
つ
い
て

○
に
こ
に
こ
ス
ク
ー
ル

○
学
童
ク
ラ
ブ

○
放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ

ン
　
等
々
の
説
明
が
あ
っ
た
。

◆
視
察
先
　
山
形
県
川
西
町

市
民
参
加
の
議
会
だ
よ
り

づ
く
り

　
川
西
町
議
会
だ
よ
り
発
行

の
目
的
は
、議
会
基
本
条
例
を

具
体
的
に
実
施
す
る
た
め
。

○
編
集
は
議
員
の
み
で
行
う
。

○
発
行
は
定
例
会
毎
。

○
発
行
は
翌
月
15
日
厳
守
。

○
一
般
質
問
・
総
括
質
問
は
、

質
問
答
弁
と
も
質
問
者
本

人
が
責
任
を
も
っ
て
書
く
。

○
編
集
の
方
針
は
い
か
に
分

か
り
や
す
く
イ
ン
パ
ク
ト

の
有
る
表
現
と
す
る
か
。

○
市
民
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
採
用

　
以
上
の
こ
と
を
学
ん
だ
。

◆
視
察
先
　
山
形
県
大
石
田
町

写
真
を
重
視
し
た
議
会
だ

よ
り
づ
く
り

○
制
作
費
用
は
、印
刷
製
本

費
46
万
７
千
円
。１
回
あ

た
り

11
万
6
7
5
0
円

（
年
４
回
）。

○
表
紙
の
写
真
は
、手
に
と
っ

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
な

の
で
、ま
ず
目
に
と
ま
る
写

真
を
心
が
け
、議
員
自
ら
が

撮
影
し
て
い
る
。

○
大
切
な
の
は
、住
民
目
線

で
何
を
目
玉
に
す
る
か
を

考
え
る
こ
と
。

○
一
般
質
問
は
、季
節
感
や

議
員
の
表
情
を
出
す
た

め
、毎
号
議
員
の
顔
写
真

を
撮
っ
て
い
る
。

○
議
案
質
疑
で
は
議
員
名
を

出
し
、説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
る
。

　
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
。

◆
視
察
先
　
福
井
県
越
前
市 

学
力
向
上
に
つ
い
て

○
越
前
市
の
取
組
み
、特
に

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教
育

の
情
報
化
に
つ
い
て
。

○
費
用
は
今
年
度
が
１
億
２

千
万
円
。

○
維
持
管
理
費（
リ
ー
ス
料
）

が
24
年
度
か
ら
30
年
度
ま

で
で
６
億
２
千
万
円
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て「
気

づ
き
」を
育
て
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
る
、ま
た
学
力
の

向
上
に
役
立
っ
て
い
る
、と

い
う
こ
と
を
学
ん
だ
。

 

◆
視
察
先
　
福
井
県
若
狭
町 

農
村
地
域
の
活
性
化
及
び

振
興
策
に
つ
い
て

○
町
に
は
２
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
農
地
が
有
り
、高
齢
化

と
後
継
者
不
足
に
よ
り
試

練
に
た
た
さ
れ
て
い
る
。 

○
保
全
の
面
か
ら
農
業
・
農

村
の
再
生
が
必
須
で
あ
る

と
い
う
観
点
か
ら
担
い
手

を
期
待
し
、「
就
農
定
住
研

修
事
業（
２
年
間
）」を
立

ち
上
げ
た
。

○
都
市
か
ら
の
若
者
の
就
農
、

定
住
を
促
進
し
、集
落
を

活
性
化
す
る「
有
限
会
社

か
み
な
か
農
楽
舎
」を
設

立
し
た
。指
定
管
理
料
は

３
５
０
万
円
、育
成
料
は

２
０
０
万
円
。

　
と
い
う
説
明
を
受
け
た
。

②
ど
の
委
員
会
に
も
馴
染
ま

な
い
が
検
討
す
る
も
の

③
部
局
へ
の
要
望
と
し
て
繋

ぐ
も
の 

④
市
長
へ
の
提
言
や
国
・
県

へ
要
請
す
る
も
の

　
に
区
分
し
て
い
る
と
い
う

説
明
が
あ
っ
た
。

◆
視
察
先
　
岐
阜
県
高
山
市 

議
会
の
政
策
提
言
に
つ
い
て

　
高
山
市
を
取
り
巻
く
環
境

は
、こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し

く
予
測
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
。そ
ん
な
中
、
平
成
25
年
、

全
議
員
を
も
っ
て
構
成
す
る

「
総
合
計
画
に
関
す
る
特
別

委
員
会
」を
設
置
し

①
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り 

②
人
口
減
に
よ
る
新
た
な
行

政
運
営

③
健
康
、元
気
、安
心
社
会
の

実
現

④
観
光
ま
ち
づ
く
り
へ
の
転
換

⑤
都
市
施
設
整
備
の
方
向
性 

⑥
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
社
会
の
実
現 

⑦
環
境
と
共
生
し
た
ま
ち
づ
く
り

　
以
上
の
７
つ
の
政
策
提
言

を
策
定
し
て
い
る
、と
い
う

説
明
を
受
け
た
。

 

建
設
文
教
委
員
会
　
10
月
27
日
・
28
日
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会 

11
月
16
日
・
17
日
　

総
務
協
働
委
員
会
　
11
月
７
日
・
８
日
　

福
祉
消
防
委
員
会
　
10
月
5
日
・
6
日
　

 

▲総務協働委員会（長野県松本市）

▲建設文教委員会（福井県若狭町）

▲議会運営委員会（岐阜県高山市）

▲議会広報特別委員会（山形県大石田町） ▲福祉消防委員会（東京都荒川区）
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